
第２回 魚津市立大町・村木・上野方・本江小学校統合準備会 

 会議録（要旨） 

 

１．日 時  平成 28 年６月 30 日（月） 午後７時から午後８時 30 分 

２．場 所  魚津市役所第一分庁舎 会議室 

３．出席者  委 員 22 名 

       事務局  5 名 

４．議事等  （1）統合小学校の校名について 

         ① 学校名の選定方針について 

         ② 学校名の募集要領（案）について 

       （2）部会の運営について 

       （3）その他 

 

５．議 事 

事務局 

 

教育長 

 

事務局 
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ただいまより、魚津市立大町・村木・上野方・本江小学校統合準備会を

開催する。教育長より挨拶を行う。 

― あいさつ ―（略） 

 

 それでは議事の進行を会長にお願いする。 

 

 次第に沿って進行する。最初に、統合小学校の校名について、事務局よ

り説明をお願いする。 

 

― 統合小学校の校名について説明 ―   

＊学校名の選定方針について説明。・・・・資料５ 

＊魚津市立片貝・吉島・西布施小学校統合校校名選定概要について説

明。・・・・資料６ 

 

 ただいまの事務局の説明で質問や意見があればお願いしたい。 

 

 資料６によると、「東」が一番多く、次に、「かづみ・加積」、「清流・水・

川」と続いている。話し合いの中で「清流」に決まったと思うが、詳細を

聞きたい。 

 清流小学校の場合は、最初の統合校ということもあり、話し合いの中で、

「東」とつけると次に続く統合校の校名に影響を与えるということで、方

位を校名に取り入れるは止めようということになった。また、「加積」につ
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いては、「吉島」のイメージが強いとの意見があった。「清流」については

片貝川や布施川といった、３校に共通するところもあり候補となったが、

最終的には投票により選定された。しかし、投票結果について一部より異

論が出たのは事実である。今回については時間をかけて話し合い、全会一

致を目標にして決まれば良いと考えている。 

 

 「新校名は、従来の４小学校の名称や類似した名称は使用しない」との

提案となっている。従来の名前をそのまま使うのはいかがなものかと思う

が、ある程度は使っても良いのではと考える。 

 

 応募結果を踏まえて議論していけばよいと考える。他に意見があればお

願いする。 

 

 資料６の「２．公募以降の選定の流れ」の備考欄に「各委員には地区の

意見聴取を依頼」とある。今回も同じように準備委員会の委員が地区より

意見聴取を行うことになるのか。また、意見聴取のタイミングだが、校名

案の全てについてなのか、あるいは、ある程度絞り込んだもので行う予定

なのか。 

 ３から４つに絞り込んだ校名案について意見聴取をお願いしたいと考え

ている。地区の会合があった時にでもお願いしたい。 

 

 公募を前提に議論が続いている。統合校の校名は、公募により広く募集

し、その中から選定することでよろしいか。 

― 異議なし ― 

 それでは、校名は公募により校名案を募集し、その中から選定すること

としたい。 

 

 次に、学校名の募集要項について事務局より説明をお願いする。 

 

― 学校名募集要領（案）について説明 ―・・・資料７ 

 

 ただいまの説明で質問等があればお願いしたい。 

 応募資格についてだが、A案を中心に協議すれば良いと考える。次に、提

出先は公民館となっているが、地区振興会等が責任を持って受け取るとし

たほうが良い。 
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応募資格と募集方法は切り離して考えてはどうか。募集方法は事務局

（案）のとおりで良いと思うが、「愛される学校」ということを考えると幅

広く意見を募集した方が適当だと思うので、応募資格に制限を設ける必要

はないと考える。 

 

 事務局より応募資格について A案、B案、C案が提案されているが、これ

について協議を進めたい。意見があればお願いする。 

 

 あくまで中心は４校児童及びその保護者と４地区住民であるものの、応

募資格に制限は設けないこととすれば良いのでは。 

   

 清流小学校の校名選定過程について教えてもらいたい。 

 清流小学校の時は A 案の例により３校児童及びその保護者と関係地区住

民を対象とし募集した。「地域の学校については自分たちで決める」との立

場であったと思う。 

 

 応募資格に制限は設けないが、募集方法については事務局提案の例に基

づけば良いと考える。 

 

 応募資格の事務局提案の中に魚津市民（B案）とあるが、その場合は地区

振興会等に何か依頼することはないのか。 

 特に依頼することはない。 

 

 制限は設けず、広報等で周知することとし、４校児童保護者や４地区住

民には募集案内チラシを配るなど丁寧に対応すれば良い。 

 中学生の意見も聞きたい。４校の卒業生もこの統合に関心があると思う。 

 

 これまでの意見をまとめると、応募資格については制限を設けないこと

とし、募集方法は広報や市ホームページで周知するが、４校関係者にはチ

ラシを配布する等の方法との意見である。他に意見があればお願いする。 

 

清流小学校の年代別応募状況（資料６）をみると、小学生は 37％とある

が、中学生等は１％と非常に少ない。これでは、当時の中学生は統合校の

校名を募集していたのをきちんと理解していたのかと思う。制限を設けな

いとするならば、中学校にも配布しても良いのでは。 
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 ４校の卒業生は全国に散らばっている。この統合について関心があると

思われることから、配慮してあげたい。応募があれば受け付けても良いと

思う。 

  

 これまでの意見から次のとおりとしたい。 

①応募資格に関しては、制限を設けず広く募集する。 

②募集チラシは４小学校の児童・保護者及び西部中学校生徒に配布する。 

③４地区住民には班回覧にて周知する。 

④４地区公民館、保育園、児童センター、図書館にチラシを配布する。 

⑤東部中学校には募集案内のポスターを掲示する。 

⑥市広報及び市ホームページに募集案内を掲載する。 

 

 事務局より提案があったが意見があればお願いする。 

 

 中学校にはポスターを貼るとのことだが、小学校には貼らなくて良いの

か。 

 小学校にもポスターを掲示すれば良い。 

－ 同様の意見多数 － 

 市内小学校にもポスターを掲示することとしたい。 

 

 意見がまとまったようなので、応募資格や募集方法は提案のとおりとす

る。 

 

 次に、部会の運営について協議したい。事務局より説明をお願いする。 

― 専門部会の運営について説明 ―・・・資料８ 

 

 事務局より説明があったが、質問等があればお願いする。 

 

 部会で協議すべき事項だと思うが、スクールバスについて意見を述べた

い。上野方方面は勾配がきつくスーパー農道まで小学校低学年の子どもた

ちに歩くよう求めるのはいかがなものかと思う。（スクールバスの運行は）

通学距離が３キロメートル以上と線引きするのではなく、状況に応じて計

画してもらいたい。 

 部会を中心に協議していきたい。 

 部会の構成員を決めなくてはならないのでは。 

 市関係課より地区振興会あてに部会の開催案内と構成員の推薦を依頼す
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る予定である。地区振興会からの推薦を受けたのち、市関係課より再度本

人あて開催案内することになる。 

 

 例えば、スクールバスについての担当課は学校教育課だが、本課より地

区や PTA に代表者の推薦を依頼し、決まれば改めて開催案内文を送付する

ことになる。また、学校指定品については（制服等）保護者を中心に検討

していくこととなる。清流小学校の例を挙げるが、ある学校では１学年１

人の保護者を代表者としたことに加え、統合準備会の委員も含んだ、多人

数での部会構成となった。構成員が決まれば改めて連絡する。 

 

 この統合準備会でのメンバーで必ず当てはまるのは「総務部会」のみと

いうことでよろしいか。 

 そのとおり。 

 

（資料８の）学童保育については全てに○が付いているが。 

 部会の構成員は、この準備会委員の方でも結構であるし、他の人でもか

まわない。地区や保護者で協議のうえ、推薦していただきたい。 

 

 学校指定品を選定する部会の構成員の公表を控えてはどうか。 

 全ての部会の構成員については公表しない。 

 

 PTA に担当課に記載は無いが、部会はどのように運営していくのか。 

 学校に事務局となっていただき、保護者と協議していただきたいと考え

ている。 

 学校がそれぞれの PTA と話し合いながら進めたいと考えている。 

 ７月中旬に清流小学校の PTA 会長から統合についての話を聞くこととな

っている。それを踏まえ、４校 PTA で話し合い、学校に相談しようと思っ

ていた。 

 その協議の場に４校いずれかの校長の出席をお願いしたい。 

 

 各部会の構成員が決まれば、第１回目の会合では、各担当課より今後の

スケジュールについて協議させていただく。 

 

 部会で協議したことについて、統合準備会で決めていくこととなるのか。 

 部会での協議内容については統合準備会で報告することとなる。部会の

決定事項は尊重していただき、統合準備会で確認してもらいたい。 
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 次第の「その他」について事務局より説明願いたい。 

 

－ 統合小学校校舎新築工事の施工業者、工事スケジュール等について説

明 － 

 

 工事によりグラウンドの半分が潰れる。本江小の子どもたちの運動不足

が心配だ。その点についてどのように考えているのか。 

 効率の良い運動ができるよう考えて行きたい。 

 学校と協議しながら運動の実施場所も含めて考えていきたい。 

 

 本日はこれにて散会する。 

 

  － 閉会 － 

 

  

 


